
※ボランティアセンターの流れの画像の一部は熊本県社会福祉協議会災害ボランティアセンター運営マニュアルより引用しました。

災害発生！

町内で被災地域、被災者が出ます。

町民は被災者でもありますが、災害現場の復興へ向けて
取り組む必要があります。

しかし町外のボランティアは、町内のことが分かりません。
また、何が必要とされているかもわかりません。

全国からは救援のボランティアが駆けつけます。

そこで、町外からきたボランティアの方々に住民ニーズを
伝え、どこへ、何をしに行くのか伝える必要があります。
この仕事を担うのが災害ボランティアセンターです。

災害ボランティアセンターを設置して、効率的に復興へ
の行動を開始することができます。

地域の方の

ニーズを聞

きます。

ボランティアの

方にお伝えしま

す。

災害ボランティアセンターってなぜ必要なの？下記でご説明します。

・現地で何が求められてる？
・どうすれば現地へ行ける？
・ケガやトラブルに巻き込ま
れたらどうすればいい？


